
※8 中間マンホールに小型マンホールを使う場合は、上下流に１号マンホール以上を使用する。

　　馬蹄マンホール又は楕円マンホールを使用する。)、②小型マンホールとする。
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※9 それぞれの詳細については各構造図を参照すること。

※5 下水道用蓋は「柏崎市下水道用ふた仕様書」の規定による。

※4 塩ビ製マンホール規格はJSWAS K-9(日本下水道協会)に準ずる。

※3 コンクリート製マンホールは組立式を標準とする。

※2 管接続は｢ゴム輪｣を基本とし、コンクリート製マンホール接続は｢可撓継手｣を使用する。

※1 下水道管規格はJSWAS K-1(日本下水道協会)に準ずる。

※6 上下流に１号マンホール以上を使用する場合は、75ｍを区間最大距離とする。

　　ただし、小型マンホールを使用する場合は、50ｍを区間最大距離とする。

※7 中間マンホールの使用順位は、①円形マンホール(ただし、幅員が狭い場合などは

※10 上記に定められていない事項については下水道施設計画・設計指針と解説(日本下水道協会)

　　 及び農業集落排水施設設計指針(地域環境資源センター)に準ずる。

※A3版は 50％縮尺

※A1版は100％縮尺
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　　ただし、狭小部などやむを得ない場合は、小型マンホールの連続使用を認める。
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